
平成 24年度 解析学D 期末試験問題 2013年 2月 4日 (月)実施

1. 1階常微分方程式 y′ =
x

y
, y(0) = −3 の特殊解を求め，そのグラフをかけ．

2. 1階常微分方程式 y′ +
y

x
= e−x の一般解を求めよ．

3. 次の 2階常微分方程式を考える： y′′ − 2y′ + y = x3

(a) y = ax3 + bx2 + cx+ d (a, b, c, d ∈ R) の中で方程式の解を見つけよ．

(b) 与えられた方程式の一般解を求めよ．

4. 質量 M のボール（以下 M と記す）を地面から真上に速さ v0 で投げ上げる．一方，

:::::::::::::::
それと同時に，質量 m のボール（以下 m と記す）を地面から高さ h の場所で速さ
0 で自由落下させる．重力加速度は g とする．次の問に答えよ．

(a) M に働く力は自重のみとする．M が地面に落ちる時刻 t0 を求めよ．

(b) m は非常に軽いため，自重の他に空気抵抗を無視できない．空気抵抗の大きさ
はボールの速さに比例する．比例定数を γ > 0 とする

m と M が
:::::::
同時に地面に到達するとき，h を v0 で表し，ℓ = lim

v0→∞

h

v0
を求め

よ1．
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1ℓ は v0 が十分に大きいときの h の v0 に対する割合


